
　

ト
ウ
テ
ン
コ
ウ
。

　

ト
ウ
テ
ン
コ
ウ
。

こ
れ
は
江
戸
時
代
の

こ
れ
は
江
戸
時
代
の

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
だ
そ

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
だ
そ

う
で
す
。
同
じ
鶏
の

う
で
す
。
同
じ
鶏
の

鳴
き
声
で
も
時
代
に

鳴
き
声
で
も
時
代
に

よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま

よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
い
ま

す
。
服
装
も
ま
た
し
か
り
で

す
。
服
装
も
ま
た
し
か
り
で

す
▼
最
近
、
鎌
倉
市
内
で
は

す
▼
最
近
、
鎌
倉
市
内
で
は

着
物
サ
ー
ビ
ス
の
影
響
も
あ

着
物
サ
ー
ビ
ス
の
影
響
も
あ

り
、
和
服
姿
の
観
光
客
を
見

り
、
和
服
姿
の
観
光
客
を
見

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。

華
や
か
な
和
服
姿
に
は
目
を

華
や
か
な
和
服
姿
に
は
目
を

奪
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で

奪
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
一
際
目
立
つ
武
士
の
姿
が

も
一
際
目
立
つ
武
士
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
▼
鎌
倉
も
の
の

あ
り
ま
し
た
▼
鎌
倉
も
の
の

ふ
隊
。
仮
装
を
し
て
い
る
だ

ふ
隊
。
仮
装
を
し
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
鎌
倉
時
代
の
鎧

け
で
な
く
、
鎌
倉
時
代
の
鎧

兜
を
紙
で
作
り
、
ツ
ア
ー
や

兜
を
紙
で
作
り
、
ツ
ア
ー
や

ガ
イ
ド
も
行
っ
て
い
る
そ
う

ガ
イ
ド
も
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
▼
座
学
で
は
得
る
こ
と

で
す
▼
座
学
で
は
得
る
こ
と

の
で
き
な
い
、
実
際
に
体
験

の
で
き
な
い
、
実
際
に
体
験

を
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
魅

を
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
魅

力
的
な
活
動
の
一
つ
で
あ

力
的
な
活
動
の
一
つ
で
あ

り
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

り
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

鎌
倉
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

鎌
倉
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

た
め
地
元
の
方
々
に
も
楽
し

た
め
地
元
の
方
々
に
も
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
だ

ん
で
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

と
感
じ
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

▼
節
分
祭

▼
節
分
祭　

１
日

　

１
日
1414
時

頃
、
大
船
観
音
寺
。
３
日

頃
、
大
船
観
音
寺
。
３
日
1010

時
、
森
戸
神
社
（
葉
山
）
。

時
、
森
戸
神
社
（
葉
山
）
。

1111
時
、
建
長
寺
。
正
午
、
長

時
、
建
長
寺
。
正
午
、
長

谷
寺
。

谷
寺
。
1313
時
、
鶴
岡
八
幡

時
、
鶴
岡
八
幡

宮
。
宮
。
1313
時
半
・

時
半
・
1515
時
、
遊
行

時
、
遊
行

寺
（
藤
沢
）
。

寺
（
藤
沢
）
。
1414
時
、
龍
口

時
、
龍
口

寺
。
寺
。
1515
時
、
鎌
倉
宮
・
亀
岡

時
、
鎌
倉
宮
・
亀
岡

八
幡
宮
（
逗
子
）
。

八
幡
宮
（
逗
子
）
。

　

▼

　

▼
針
供
養

針
供
養　

８
日

　

８
日
1010
時

半
、
荏
柄
天
神
社
。

半
、
荏
柄
天
神
社
。

　

▼
紀
元
祭

▼
紀
元
祭　

1111
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

　

▼
大
国
祷
会
成
満
祭

▼
大
国
祷
会
成
満
祭　

1111

日
、
長
勝
寺
。

日
、
長
勝
寺
。1010
時
半
水
行
。

時
半
水
行
。

　

▼

　

▼
初
午
祭

初
午
祭　

1212
日
正
午
、

日
正
午
、

佐
助
稲
荷
。

佐
助
稲
荷
。
1414
時
、
鶴
岡
八

時
、
鶴
岡
八

幡
宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農

幡
宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農

業
神
の
大
明
神
に
豊
作
祈

業
神
の
大
明
神
に
豊
作
祈

願
。
願
。

　

▼
涅
槃
会

▼
涅
槃
会　

1515
日
1010
時
、
時
、

建
長
寺
。

建
長
寺
。
1313
時
、
龍
口
寺
。

時
、
龍
口
寺
。

1414
時
、
光
明
寺
。
他
各
寺

時
、
光
明
寺
。
他
各
寺

院
。
釈
迦
入
滅
の
法
会
。

院
。
釈
迦
入
滅
の
法
会
。

　

▼
祈
年
祭

▼
祈
年
祭　

1717
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　

新
し
い
年
、
昨
年
よ
か
っ

　

新
し
い
年
、
昨
年
よ
か
っ

た
人
も
わ
る
か
っ
た
人
も
、

た
人
も
わ
る
か
っ
た
人
も
、

心
機
一
転
。
今
年
も
元
気
で

心
機
一
転
。
今
年
も
元
気
で

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
今
年
の
は
じ
ま
り
は

　

さ
て
今
年
の
は
じ
ま
り
は

建
長
寺
の
心
平
地
蔵
で
す
。

建
長
寺
の
心
平
地
蔵
で
す
。

建
長
寺
は
我
が
国
最
初
の
中

建
長
寺
は
我
が
国
最
初
の
中

国
宋
代
、
純
粋
禅
の
道
場
と

国
宋
代
、
純
粋
禅
の
道
場
と

し
て
知
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の

し
て
知
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
の

新
し
い
武
家
文
化
に
多
大
な

新
し
い
武
家
文
化
に
多
大
な

影
響
を
あ
た
え
ま
し
た
。
心

影
響
を
あ
た
え
ま
し
た
。
心

そ
の
も
の
を
問
う
禅
の
教
え

そ
の
も
の
を
問
う
禅
の
教
え

は
人
々
の
関
心
を
高
め
今
に

は
人
々
の
関
心
を
高
め
今
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

１
２
５
３
年
（
建
長

　

１
２
５
３
年
（
建
長

５
）
北
条
時
頼
は
こ
の
地

５
）
北
条
時
頼
は
こ
の
地

に
禅
の
一
大
道
場
を
開
き

に
禅
の
一
大
道
場
を
開
き

ま
す
。
し
か
し
周
知
の
と

ま
す
。
し
か
し
周
知
の
と

お
り
鎌
倉
は
谷
戸
が
多

お
り
鎌
倉
は
谷
戸
が
多

く
、
理
想
の
伽
藍
配
置
を

く
、
理
想
の
伽
藍
配
置
を

確
保
す
る
に
は
、
大
変
な

確
保
す
る
に
は
、
大
変
な

苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で
し

苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

ょ
う
。

　

こ
の
地
は
地
獄
谷
と
よ

　

こ
の
地
は
地
獄
谷
と
よ

ば
れ
る
罪
人
の
刑
場
で
、

ば
れ
る
罪
人
の
刑
場
で
、

そ
こ
に
は
佉
羅
陀
山
心
平

そ
こ
に
は
佉
羅
陀
山
心
平

寺
と
い
う
仏
堂
が
あ
り
御
本

寺
と
い
う
仏
堂
が
あ
り
御
本

尊
心
平
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
、

尊
心
平
地
蔵
が
ま
つ
ら
れ
、

葬
地
と
し
て
供
養
が
行
わ
れ

葬
地
と
し
て
供
養
が
行
わ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
普
通
で

て
い
た
そ
う
で
す
。
普
通
で

は
考
え
に
く
い
不
浄
の
地
を

は
考
え
に
く
い
不
浄
の
地
を

清
浄
の
大
伽
藍
に
し
て
し
ま

清
浄
の
大
伽
藍
に
し
て
し
ま

う
の
で
す
か
ら
時
の
流
れ
と

う
の
で
す
か
ら
時
の
流
れ
と

い
う
の
か
、
禅
の
も
つ
こ
だ

い
う
の
か
、
禅
の
も
つ
こ
だ

わ
り
な
き
世
界
感
は
凄
い
も

わ
り
な
き
世
界
感
は
凄
い
も

の
で
す
。

の
で
す
。

　

心
平
地
蔵
は
そ
ん
な
建
長

　

心
平
地
蔵
は
そ
ん
な
建
長

寺
草
創
の
礎
で
あ
り
、
衆
生

寺
草
創
の
礎
で
あ
り
、
衆
生

の
苦
を
除
き
清
め
、
大
地
を

の
苦
を
除
き
清
め
、
大
地
を

再
生
し
、
歴
史
に
残
る
禅
の

再
生
し
、
歴
史
に
残
る
禅
の

名
刹
へ
と
変
わ
り
行
く
建
長

名
刹
へ
と
変
わ
り
行
く
建
長

寺
と
人
々
を
ず
っ
と
見
守
ら

寺
と
人
々
を
ず
っ
と
見
守
ら

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
建
長
寺
仏
殿
、
丈

　

現
在
は
建
長
寺
仏
殿
、
丈

六
（
一
丈
六
尺
）
の
御
本
尊

六
（
一
丈
六
尺
）
の
御
本
尊

地
蔵
菩
薩
の
脇
、
千
体
地
蔵

地
蔵
菩
薩
の
脇
、
千
体
地
蔵

に
囲
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

に
囲
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠

を
持
ち
、
右
足
を
少
し
前
に

を
持
ち
、
右
足
を
少
し
前
に

半
跏
趺
坐
さ
れ
る
姿
は
宋
風

半
跏
趺
坐
さ
れ
る
姿
は
宋
風

の
豊
か
な
量
感
が
あ
り
、
大

の
豊
か
な
量
感
が
あ
り
、
大

悲
の
心
と
い
う
の
か
、
慈
し

悲
の
心
と
い
う
の
か
、
慈
し

み
深
い
や
さ
し
い
お
顔
を
さ

み
深
い
や
さ
し
い
お
顔
を
さ

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

　

心
平
寺
そ
の
も
の
は
建
長

　

心
平
寺
そ
の
も
の
は
建
長

寺
大
伽
藍
建
立
の
為
、
現
在

寺
大
伽
藍
建
立
の
為
、
現
在

の
巨
福
呂
坂
付
近
に
移
築
さ

の
巨
福
呂
坂
付
近
に
移
築
さ

れ
ま
し
た
が
、
１
８
８
６
年

れ
ま
し
た
が
、
１
８
８
６
年

（
明
治

（
明
治
1919
）
道
路
拡
張
に
よ

）
道
路
拡
張
に
よ

り
横
浜
市
の
三
渓
園
に
移
築

り
横
浜
市
の
三
渓
園
に
移
築

現
存
し
て
い
ま
す
。

現
存
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
海
外
か
ら
の
参
拝

　

近
年
、
海
外
か
ら
の
参
拝

者
も
多
く
賑
わ
う
建
長
寺
で

者
も
多
く
賑
わ
う
建
長
寺
で

す
が
、
建
長
寺
草
創
か
ら
心

す
が
、
建
長
寺
草
創
か
ら
心

平
地
蔵
は
天
下
の
安
寧
を
願

平
地
蔵
は
天
下
の
安
寧
を
願

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高

　

寄
木
造
、
玉
眼
。
像
高
8181

・
９
㎝
。
南
北
朝
時
代
。

・
９
㎝
。
南
北
朝
時
代
。

　

昨
年
３
月
、
２
年
に
わ
た

　

昨
年
３
月
、
２
年
に
わ
た

る
改
修
工
事
が
完
成
し
た
鎌

る
改
修
工
事
が
完
成
し
た
鎌

倉
・
若
宮
大
路
の
段
葛
に
焦

倉
・
若
宮
大
路
の
段
葛
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
鎌
倉
の
歴
史

点
を
合
わ
せ
て
鎌
倉
の
歴
史

書
『
鎌
倉
千
年
の
歩
み
〜
段

書
『
鎌
倉
千
年
の
歩
み
〜
段

葛
か
ら
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
〜
』

葛
か
ら
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
〜
』

が
発
行
さ
れ
た
。

が
発
行
さ
れ
た
。

　

著
者
は
元
神
奈
川
新
聞

　

著
者
は
元
神
奈
川
新
聞

記
者
で
現

記
者
で
現

在
、
鎌
倉

在
、
鎌
倉

朝
日
の

朝
日
の

「
ひ
と
」

「
ひ
と
」

欄
の
連
載

欄
の
連
載

を
し
て
い

を
し
て
い

る
綾
瀬
市

る
綾
瀬
市

在
住
の
浅

在
住
の
浅

田
勁つ

よ
し

つ
よ
しさ

ん
さ
ん

（
7272
）
。
）
。

鎌
倉
時
代

鎌
倉
時
代

か
ら
近
世

か
ら
近
世

左から蔵書室の鈴木さん、著者の浅田さん、左から蔵書室の鈴木さん、著者の浅田さん、
表紙の原画を持つ矢野さん 表紙の原画を持つ矢野さん 

に
か
け
て
の
歴
史
研
究
が
ラ

に
か
け
て
の
歴
史
研
究
が
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
、
定
年
後
も

イ
フ
ワ
ー
ク
で
、
定
年
後
も

歴
史
書
の
出
版
や
新
聞
へ
の

歴
史
書
の
出
版
や
新
聞
へ
の

寄
稿
な
ど
執
筆
活
動
を
続
け

寄
稿
な
ど
執
筆
活
動
を
続
け

て
い
る
。

て
い
る
。

　

本
著
は
、
昨
年
１
月
か
ら

　

本
著
は
、
昨
年
１
月
か
ら

神
奈
川
新
聞
に
「
段
葛
再
生

神
奈
川
新
聞
に
「
段
葛
再
生

〜
歴
史
の
舞
台
を
歩
く
」
の

〜
歴
史
の
舞
台
を
歩
く
」
の

題
で
行
っ
た

題
で
行
っ
た
1010
回
の
連
載
記

回
の
連
載
記

事
に
加
筆
し
た

事
に
加
筆
し
た
2222
項
目
に
、

項
目
に
、

元
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
・
白
井

元
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
・
白
井

永
二
氏
の
「
段
葛
考
」
、
同

永
二
氏
の
「
段
葛
考
」
、
同

新
聞
３
月

新
聞
３
月
2929
日
付
の
鶴
岡
八

日
付
の
鶴
岡
八

幡
宮
・
吉
田
茂
穂
宮
司
、
鎌

幡
宮
・
吉
田
茂
穂
宮
司
、
鎌

倉
商
議
所
・
久
保
田
陽
彦
会

倉
商
議
所
・
久
保
田
陽
彦
会

頭
、
市
観
光
協
会
・
井
出
太

頭
、
市
観
光
協
会
・
井
出
太

一
会
長
の
鎌
倉
の
あ
り
方
に

一
会
長
の
鎌
倉
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
座
談
会
の
記
事
を

つ
い
て
の
座
談
会
の
記
事
を

収
録
。
鎌
倉
の
年
表
や
「
近

収
録
。
鎌
倉
の
年
表
や
「
近

世
か
ら
の
段
葛
の
風
景
」
の

世
か
ら
の
段
葛
の
風
景
」
の

写
真
、
「
私
の
段
葛
ス
ト
ー

写
真
、
「
私
の
段
葛
ス
ト
ー

リ
ー
」
と
し
て
段
葛
に
な
じ

リ
ー
」
と
し
て
段
葛
に
な
じ

み
深
い
人
た
ち
の
思
い
出
話

み
深
い
人
た
ち
の
思
い
出
話

も
載
せ
て
い
る
。

も
載
せ
て
い
る
。

　

浅
田
さ
ん
が
利
用
し
て
い

　

浅
田
さ
ん
が
利
用
し
て
い

る
鎌
倉
駅
東
口
の
会
員
制
私

る
鎌
倉
駅
東
口
の
会
員
制
私

設
図
書
室
「
か
ま
く
ら
駅
前

設
図
書
室
「
か
ま
く
ら
駅
前

蔵
書
室
」
の
鈴
木
章
夫
さ
ん

蔵
書
室
」
の
鈴
木
章
夫
さ
ん

に
「
連
載
を
ま
と
め
て
本
に

に
「
連
載
を
ま
と
め
て
本
に

で
き
な
い
か
」
と
相
談
を
も

で
き
な
い
か
」
と
相
談
を
も

ち
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
で

ち
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
で

写
真
撮
影
を
同
蔵
書
室
会
員

写
真
撮
影
を
同
蔵
書
室
会
員

の
佐
久
間
芳
之
さ
ん
や
松
藤

の
佐
久
間
芳
之
さ
ん
や
松
藤

飛
洋
さ
ん
、
表
紙
の
絵
を
水

飛
洋
さ
ん
、
表
紙
の
絵
を
水

彩
画
家
・
矢
野
元
晴
さ
ん

彩
画
家
・
矢
野
元
晴
さ
ん

（
2828
）が
担
当
。
思
い
出
話
を

）が
担
当
。
思
い
出
話
を

語
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
吉
井

語
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
吉
井

瑞
穂
さ
ん
も
会
員
の
一
人
。

瑞
穂
さ
ん
も
会
員
の
一
人
。

　

浅
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の

　

浅
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
本
が
で
き
た
。
段

お
か
げ
で
本
が
で
き
た
。
段

葛
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
歴
史

葛
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
歴
史

書
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
の
で

書
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
の
で

は
な
い
か
」と
喜
び
を
語
る
。

は
な
い
か
」と
喜
び
を
語
る
。 

　

１
４
０
４
円
、
歴
史
探
訪

　

１
４
０
４
円
、
歴
史
探
訪

社
刊
☎
０
４
６
７
・

社
刊
☎
０
４
６
７
・
5555
・
８
・
８

２
７
０
、
か
ま
く
ら
駅
前
蔵

２
７
０
、
か
ま
く
ら
駅
前
蔵

書
室
で
も
販
売
中
☎
０
９
０

書
室
で
も
販
売
中
☎
０
９
０

・
６
１
４
５
・
９
４
９
３

・
６
１
４
５
・
９
４
９
３

　

地
域
の
同
級
生
感
覚
で
逗

　

地
域
の
同
級
生
感
覚
で
逗

子
の
子
の
3030
代
が
つ
な
が
る
グ
ル

代
が
つ
な
が
る
グ
ル

ー
プ
「
逗
子

ー
プ
「
逗
子

さ
ん
じ
ゅ
う
ず」

の
ラ

」
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
愛
好
者
ら
が
３
年

ン
ニ
ン
グ
愛
好
者
ら
が
３
年

前
か
ら
始
め
た
「
夜
回
り
ラ

前
か
ら
始
め
た
「
夜
回
り
ラ

ン
ニ
ン
グ
」
の
活
動
が
評
価

ン
ニ
ン
グ
」
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
逗
子
警
察
署
と
の
協

さ
れ
、
逗
子
警
察
署
と
の
協

力
・
連
携
体
制
が
決
ま
っ

力
・
連
携
体
制
が
決
ま
っ

た
。
活
動
時
に
使
用
す
る
腕

た
。
活
動
時
に
使
用
す
る
腕

章
や
蛍
光
タ
ス
キ
な
ど
の
防

章
や
蛍
光
タ
ス
キ
な
ど
の
防

犯
グ
ッ
ズ
の
贈
呈
式
が
１
月

犯
グ
ッ
ズ
の
贈
呈
式
が
１
月

1212
日
逗
子
警
察
署
内
で
行
わ

日
逗
子
警
察
署
内
で
行
わ

れ
、
４
人
の
代
表
メ
ン
バ
ー

れ
、
４
人
の
代
表
メ
ン
バ
ー

が
来
署

が
来
署
＝
写
真

＝
写
真
。

　

伊
東
博
志
署
長
か
ら
「
人

　

伊
東
博
志
署
長
か
ら
「
人

が
手
薄
に
な
る
夜
間
に
活
動

が
手
薄
に
な
る
夜
間
に
活
動

し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
変

し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
変

心
強
い
。
若
い
世
代
に
防
犯

心
強
い
。
若
い
世
代
に
防
犯

や
交
通
安
全
の
意
識
が
広
が

や
交
通
安
全
の
意
識
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
感
謝
と
激
励
が
伝
え
ら

と
感
謝
と
激
励
が
伝
え
ら

れ
、
今
後
の
活
動
や
防
犯
情

れ
、
今
後
の
活
動
や
防
犯
情

報
の
共
有
な
ど
確
認
し
た
。

報
の
共
有
な
ど
確
認
し
た
。

　

田
中
美
乃
里
代
表
（

　

田
中
美
乃
里
代
表
（
3939
）

は
「
日
中
仕
事
が
あ
る
世
代

は
「
日
中
仕
事
が
あ
る
世
代

が
夜
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め

が
夜
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め

て
か
ら
防
犯
活
動
に
も
役
立

て
か
ら
防
犯
活
動
に
も
役
立

つ
こ
と
に
気
づ
い
た
。
市
外

つ
こ
と
に
気
づ
い
た
。
市
外

か
ら
も
真
似
し
た
い
と
い
う

か
ら
も
真
似
し
た
い
と
い
う

声
が
あ
り
『
夜
回
り
ラ
ン
サ

声
が
あ
り
『
夜
回
り
ラ
ン
サ

ミ
ッ
ト
』
の
よ
う
な
流
れ
に

ミ
ッ
ト
』
の
よ
う
な
流
れ
に

な
れ
ば
」
と
夢
を
つ
な
ぐ
。

な
れ
ば
」
と
夢
を
つ
な
ぐ
。

　

夜
回
り
ラ
ン
は
毎
月
最
終

　

夜
回
り
ラ
ン
は
毎
月
最
終

水
曜
日
の
夜
に
開
催
。
約

水
曜
日
の
夜
に
開
催
。
約
8080

人
の
メ
ン
バ
ー
が
自
由
に
参

人
の
メ
ン
バ
ー
が
自
由
に
参

加
し
て
い
る
。
集
合
時
間
と

加
し
て
い
る
。
集
合
時
間
と

場
所
は
そ
の
都
度
変
わ
る
た

場
所
は
そ
の
都
度
変
わ
る
た

め
、
参
加
の
際
は
電
話
か
フ

め
、
参
加
の
際
は
電
話
か
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
確
認
を
。

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
確
認
を
。

年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加

年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
参
加

で
き
る
。
服
部
さ
ん
☎
０
８

で
き
る
。
服
部
さ
ん
☎
０
８

０
・
５
０
９
５
・
５
７
６
３

０
・
５
０
９
５
・
５
７
６
３

夜
回
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
街
を
パ
ト
ロ
ー
ル

夜
回
り
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
街
を
パ
ト
ロ
ー
ル

市
民
と
逗
子
警
察
署
が
コ
ラ
ボ

市
民
と
逗
子
警
察
署
が
コ
ラ
ボ

２２月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

　

建
長
寺
・
心
平
地
蔵
像

　

建
長
寺
・
心
平
地
蔵
像

（6767）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

段
葛
に
焦
点
あ
て
た
歴
史
書

段
葛
に
焦
点
あ
て
た
歴
史
書

「
鎌
倉
千
年
の
歩
み
」

「
鎌
倉
千
年
の
歩
み
」発
刊
に
市
民
ら
協
力

発
刊
に
市
民
ら
協
力

２０１７年（平成２９年）
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